
土浦平和の会ニュース Ｎｏ．２６４    ２０１４年 ２月          P 1 
     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 

 

2 月 22 日（土） さよなら原発連絡会学習交流集会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海第二原発の廃炉・原発ゼロの日本をめざして 

3 月 9 日（日） No Nukes day 原発ゼロ大統一行動 
３・１１事故から３年目。全国で集会、デモが計画されています。 
13：00～ 日比谷野音集会、14：00～国会請願、首相官邸へデモ、15：30～国会前大集会 

 

秘密保護法の廃止、消費税増税中止を求める署名活動をひきつづき展開しています。 
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福島では、今なお１４万人が困難な避難生活を強いられています。事故原因の究明はどうなっているのでしょうか? 事故

は収束したのでしょうか？ 

福島原発事故から３年目むかえて、「さよなら原発土浦地域連絡会」として、今年も東海第二原発の廃炉、原発ゼロにむ

けの運動を強める決意で下記の学習交流集会を企画しました。皆さんの参加で成功させましょう。 

ところ： 四中地区公民館 ２階会議室 

－プログラム－ 

1３:３０～1３：４５  事務局からの報告   近藤事務局長 

1３:４５～１４：４０ DVD 観賞～未来への決断、ノーモア原発～ 

この DVD は日本電波ニュース社が「原発をなくす全国連絡会」の協力の下に企画・製作されたもので、「原発に奪われ

たいのちと暮らし」(１７分)、｢つくられた安全神話」（１９分）、「エネルギーの未来を創る挑戦」（１７分）の３部門から構成され

ています。それぞれ現場取材を通して紹介されています。 

１４：５０～１５：５０  ～福島事故をふり返って～長坂慎一郎さんの報告 

とき： ２月２２日(土) １３：３０～１６：３０ 

土浦まちづくり市民の会・放射線測定グループの一員で、物理学者でもある長坂さんが、原発事故はいまどうなっている

のか、東海第二は、汚染水はどうなるのか、トリチウムとは、放射能汚染や除染の現状は（土浦地区の測定結果も）、政府

の原発・エネルギー政策は、私たちができることは・・など、これまでの復習を含めお話します。 

１５：５０～１６：３０  討論  （質問、疑問、意見など） 
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活動ごよみ 

2/18 平和の会理事会  
2/22 さよなら原発連絡会学習交流集会 

3/9 No Nukes day 原発ゼロ大統一行動（日比谷） 
3/18 平和の会理事会（予定） 
 

北満（中国）での戦争体験（2） 
阿見町 長南（旧姓 池田）美佐子 

 
（前号では：1945 年 8 月 9 日のソ連の北満、牡丹江への侵攻により、家族 6 人の逃避行が始まった） 
 
9 月 6 日、東京城で武装解除になった。すべての軍人は身に着けていた軍刀や銃を下した。山積みに

なっていたのを覚えている。父の声と姿を見たのは、それが最後で軍人はどこかへ姿を消した。避難民、

婦女子が残された。傷病人以外の軍人と、若い男性はシベリアへ連行され強制労働をさせられたと後で

聞かされた。 
それから私達は森林鉄道の貨車で牡丹江へ移動した。不衛生な収容所に入れられ、冬の寒さと栄養失

調、伝染病で大人も子供も命を落とした。私の家族も同じ運命にあった。母は栄養失調のため母乳がま

ったく出なくなり、一歳になったばかりの妹は発育も悪く弱々しかった。この子を助けるために母は決

断した。日本語の上手な中国人女性の紹介で子供のいない中国人に預けた。腕時計や指輪を渡し、「こ

の子を育ててください」とお願いした。別れの際に妹の手を握り「きっと迎えに来るからね」と約束し

た。妹は無邪気に笑っていた。 
収容所生活では「日本に帰るまで我慢しなさい」と母の言葉を守った。翌年（昭和 21 年＜1946＞）、

明るいニュースが入り、日本へ帰国のためハルピンへ移動した。帰国の順番を待つ間に姉と「饅頭売り」

をして母を助けた。色々なことをして「忍耐と創意工夫」を学んだ。夏の終わりころ、帰国の知らせが

あった。引揚げ船の港はここから遥かに遠く貨物列車（無蓋車）で長い旅が始まった。ここでも多くの

悲劇があり引揚げ船に乗れなかった人がいたと聞いた。10 月ごろ、やっと引揚げ船に乗ることができた。

全身に響いたドラの音が今は懐かしい。船内の食事は美味しかった。黄色い粟のお粥、お赤飯のような

コーリャン、でも母は衰弱が激しく病人食用の白いお粥も食べられなかった。船内で亡くなる人もいて

毛布に包んで海へ沈める（水葬）のを何回も見た。日本の島が見えているのに停泊していた。上陸する

まで、肛門に試験管を入れられ検便を繰り返した（海港検疫）。やっと日本の港（門司港）に上陸した。

母のうれしそうな笑顔に子供たちもはしゃいだ。 
（次号に続く） 

  
  この「シリーズ私の体験」欄に、読者の方の体験談をぜひ投稿してください。 

 

シリーズ 私の体験 （10） 


